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提供機関：金沢大学

科
目
名 

グローバル時代の政治経済学 
復習用ビデオの録画・配信

－ 
開講期間 12月8日（月曜振替日）～ 2月8日 

英文科目名 Political Economy in the Era of Globalization 
モバイル配信授業

－ 
開講時間 月曜日 第3講時 13：00 ～ 14：30 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 佐々木 葉月 
ｅラーニング

－ 
開講場所 金沢大学 

単位数 1単位 

定員数 70名 

特別聴講学生等定員    

科目等履修生定員     

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等 受付順 

成績評価の 

方   法 

授業内課題と期末試験。 

詳しい成績評価の方法については，初回の授業

で説明する。 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生

(社会人で単位を必要としない者)

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用
募集期間：金沢大学で確認 

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

   
教員の 

指示に従う
9,800円 28,200円 14,800円 

教員の 

指示に従う
 

科
目
の
内
容 

 冷戦後，インターネットなどの情報通信技術や交通手段が発達し，地球規模でヒトやモノ，カネ，情報の流

れが生み出されたことで，「グローバル時代」とも呼べる世界大の相互依存関係が成立しつつある。グローバル

化は自由な経済活動による社会の繁栄と，個人の機会の増大や異文化間の相互理解を促した一方で，経済的格

差やナショナリズムの高まりという反作用も生み出している。本講義は，現在の国際システムで進む，政治・

経済・社会分野のグローバル化現象とそのインパクトを理解する。また，格差の拡大や感染症のような脅威の

拡散など，グローバル化がもたらす負の側面についても学ぶ。最後に，グローバル化の負の影響を減らし，公

平・公正な社会を実現しようとする国際機関や NGO，企業などによるグローバルなルールや規範形成の試みに

ついて学習する。 

その他特記事項 

・GS 科目テキストを金沢大学
生協から購入すること。 

・授業で使用するスライドは，
事前に Moodle にアップロー
ドされるので，各自ダウン
ロードもしくは印刷して必
ず授業時に持参すること。

*上記の詳細は初回の授業で説
明する。 

*アップロード先へのアクセス
には，「金沢大学 ID」が必要
です。基幹教育学務係に申し
出ること。 

授業担当教員紹介 URL  

ホームページ・メールアドレス等 E－mail  

 

提供機関：金沢大学

科
目
名 

グローバル時代の政治経済学 
復習用ビデオの録画・配信

－ 
開講期間 12月9日 ～ 2月10日 

英文科目名 Political Economy in the Era of Globalization 
モバイル配信授業

－ 
開講時間 水曜日 第3講時 13：00 ～ 14：30 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 佐々木 葉月 
ｅラーニング

－ 
開講場所 金沢大学 

単位数 1単位 

定員数 70名 

特別聴講学生等定員    

科目等履修生定員     

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等 受付順 

成績評価の 

方   法 

授業内課題と期末試験。 

詳しい成績評価の方法については，初回の授業

で説明する。 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生

(社会人で単位を必要としない者)

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用
募集期間：金沢大学で確認 

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

   
教員の 

指示に従う
9,800円 28,200円 14,800円 

教員の 

指示に従う
 

科
目
の
内
容 

 冷戦後，インターネットなどの情報通信技術や交通手段が発達し，地球規模でヒトやモノ，カネ，情報の流

れが生み出されたことで，「グローバル時代」とも呼べる世界大の相互依存関係が成立しつつある。グローバ

ル化は自由な経済活動による社会の繁栄と，個人の機会の増大や異文化間の相互理解を促した一方で，経済的

格差やナショナリズムの高まりという反作用も生み出している。本講義は，現在の国際システムで進む，政治・

経済・社会分野のグローバル化現象とそのインパクトを理解する。また，格差の拡大や感染症のような脅威の

拡散など，グローバル化がもたらす負の側面についても学ぶ。最後に，グローバル化の負の影響を減らし，公

平・公正な社会を実現しようとする国際機関や NGO，企業などによるグローバルなルールや規範形成の試み

について学習する。 

その他特記事項 

・GS 科目テキストを金沢大学生
協から購入すること。 

・授業で使用するスライドは，
事前に Moodle にアップロー
ドされるので，各自ダウン
ロードもしくは印刷して必ず
授業時に持参すること。 

*上記の詳細は初回の授業で説
明する。 

*アップロード先へのアクセス
には，「金沢大学 ID」が必要で
す。基幹教育学務係に申し出
ること。 

授業担当教員紹介 URL  

ホームページ・メールアドレス等 E－mail  

7 名 
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